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　イギリスのＥ U 離脱や、アメリカ大統領選などを契機に、最近フェイク

ニュースという言葉が話題になっている。

　フェイクニュースとは、うそのニュースのことで、政治家などが自分に

都合の良いうそのニュースを流し、それによって、世間を都合の良いよう

に操作するために使っている。また、お金のためや、自分の支援者を応援

するために、でっち上げのニュースをＳＮＳ（インターネット等）などで

流すこともしている。

　マスコミは政治家がうそを言っていると知っていても、そのニュースが

面白いので視聴率をとるし、選挙中の発言は削るわけにもいかないため、

そのまま流し続ける。選挙が終わって、あれはうそだったと問題にしても、

国民の半数以上が投票し、決してしまっているので遅いのである。

　忠臣蔵（元禄事件）に関しても同じ現象が広がっている。ＮＨＫで、し

かも権威ある大学の教授が監修した番組は、フェイクニュースであっても

ほとんどの視聴者は信じてしまう。たとえ視聴率が数パーセントであった
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としても、見ている人数は数百万人にも及ぶのである。

　放映終了後に、放送局に間違っている旨の文書を送っても、うんともすんとも応答はない。数

百万人の頭にフェイクニュースがすり込まれるのである。それどころか、ある旅行社の案内説明

人が、ＮＨＫの間違った「松之廊下現場検証」を、そのままお客様に説明していると聞くにつれ、

驚き呆れるばかりである。

　フェイクニュースが広がる背景には、ＳＮＳによって拡散し、自分に都合の良いニュースだけ

受け取ろうとする人の増加がある。さらにそれが信頼のおける人、または地方自治体や放送局な

どの公共団体からのものであればなおさら信じてしまうことになる。

　どこかの地方自治体が、「吉良上野介は名君」だ、「討入りはテロ」だ、と発信すると、それが

じわりと広がり、今では吉良上野介を再評価する動きさえある。

　問題は、都合の悪いところは隠し、都合の良いところだけ取り上げることである。黄金堤や塩

田は吉良上野介の事蹟ではないと、地元の史実家が証明し、赤馬伝説は明治以降の産物であると

分かっていても、それを名君のしたことにしてしまう。吉良上野介は浅野内匠頭や多くの大名に

意地悪をして、横柄で性格が悪い、などと元禄期に書かれた一級史料があっても、それは知って

か知らずか無視する。これも先の大統領選と同じなのである。

　一旦拡散してしまったフェイクニュースは取り下げようが無い。さらにまずいことに、本当の

ことだと信じてしまったニュースは真実として、人々の頭の中に入り込んだままとなるのである。

ある新聞記者が、トランプ氏に投票した有権者に、あのニュースはフェイクで真実はこうだ、と

説明しても、その話こそフェイクだろうと一蹴されてしまったとの笑えない話しがある。

　

　多様な方法で発信される情報を、フェイクニュースだと判断するにはどうしたらよいのか。

　マスコミは苦慮しているようだが、忠臣蔵（元禄事件）では、まずは情報の発信源に確認する

ことである。例えば、討入りをテロと言っていたら、そこに、「テロという理由は何か」と問い合

わせるのである。そうすると「あれはテロでしょう、皆さんそういっています」というような主

観的な回答が返ってきたら、それはフェイクニュースだと判断すればよいのである。真実であれば、

しっかりと史料を基に答えるはずである。ただ、地方自治体や放送局などは忠臣蔵の研究をして

いるわけではないので、問い合わせても、まともな答えは返ってくるとは思われないが、抗議の

意味も含めて、どんどん問い合わせて欲しい。各団体のホームページには問い合わせのページも

あるので、気楽にアクセスして欲しい。多くの声は、少しずつでも変化を起こす。

　次に一貫して史実を 108 年間追い求めてきた中央義士会、又は当忠臣蔵倶楽部に問い合わせる

ことである。史料を基に真実を追い求めてきた研究機関なので、フェイクニュースは発信しない。

最新研究も踏まえて回答するのでこちらも気楽に問い合わせてほしい。また、最新研究結果を反

映した図書も毎年刊行しているので、そちらも読んでいただければ幸いである。

第7号 平成 29 年 6 月上 野 介 名 君 説 の 証 拠 は ありま せ ん
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元
禄
赤
穂
事
件
（
以
下
元
禄
事
件
と
い
う
）
を
考
察
調
査
す
る
上
で
、
そ
の
原
形
と
な

る
の
が
、
そ
の
事
件
関
係
者
が
書
い
た
と
さ
れ
る
「
根
本
史
料
」
で
あ
る
。

そ
の
中
で
特
に
、
こ
の
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
「
松
之
廊
下
刃
傷
」
の
現
場
に
出
く
わ

し
た
旗
本
七
百
石
、
御
広
敷
詰
の
留
守
居
番
梶
川
與
惣
兵
衛
が
記
し
た
と
さ
れ
る
「
梶
川

氏
日
記
」（
仮
称
）
の
内
容
が
元
禄
事
件
の
始
中
終
全
て
の
大
き
な
鍵
を
握
る
。

現
在
、
こ
の
史
料
の
真
書
（
良
書
）
は
確
認
で
き
ず
、
二
・
三
認
め
ら
れ
て
い
る
史
料
も

全
て
「
写
し
」
で
あ
る
。

一
般
に
、
写
本
で
も
真
書
を
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
内
容
は
ほ
ぼ
真
書
と

同
様
と
判
断
さ
れ
る
の
が
史
学
会
の
常
識
で
あ
る
。
勿
論
、
専
門
家
に
よ
っ
て
充
分
精
査

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過
程
を
踏
ん
だ
う
え
で
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
梶
川
氏
日
記
」
も
同
様
で
あ
る
。

現
在
確
認
で
き
る
「
梶
川
氏
日
記
」
の
写
本
は

（
一
）
マ
ス
コ
ミ
に
よ
く
使
わ
れ
る

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
保
管
し
て
い
る
「
梶
川
氏
日
記
」
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
は

明
治
四
年
に
東
京
大
学
の
職
員
に
よ
り
書
き
写
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
の
で
、「
古
文
書
」
の

部
類
に
属
す
る
か
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。

（
二
）
現
在
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
が
保
管
し
て
い
る

「
梶
川
與
惣
兵
衛
日
記
」（
写
本
）
で
あ
る
。

こ
の
史
料
は
、
梶
川
與
惣
兵
衛
の
家
臣
が
最
初
に
写
し
と
っ
た
経
緯
が
認
め
ら
れ
る
の

で
、
比
較
的
信
頼
が
お
け
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

小
生
も
あ
る
時
期
よ
り
こ
の
（
二
）
の
史
料
を
研
究
の
対
象
と
し
て
き
た
。

（
三
）
国
会
図
書
館
が
保
管
し
て
い
る
「
梶
川
氏
筆
記
」（
写
本
）
で
あ
る
。
こ
の
史
料

は
江
戸
中
期
の
弘
化
四
年
頃
に
幕
府
の
奥
右
筆
向
山
誠
齋
が
写
し
た
「
丁
未
雑
記
」
の
中

に
確
認
で
き
る
史
料
で
あ
る
。（
一
）
の
史
料
編
纂
所
の
資
料
は
、
こ
の
（
三
）
の
史
料
を

写
し
と
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

因
み
に
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
活
字
化
さ
れ
て
、（
一
）（
三
）
は
「
赤
穂
義
人
纂
書

そ
も
そ
も
「
梶
川
氏
日
記
」（
仮
称
）

　　　　　　　　　　

な
る
も
の
は
存
在
す
る
の
か

　　　     　　 　　　　　　　　　　
代
表 　

中
島　

康
夫

中央義士会事務局長斉藤茂氏が示した図。昭和 50 年 12 月「赤穂義士実纂」に示された田村家直勤帳を元
に掲載された図。世に初めて示された浅野内匠頭の位置図である。

この図は、勅使を「下之間」（大広間）へ迎える前の図であり、３万石から７万石の大名家では、ほとんど
が保管している当時としては一般的な図である。

史料図①

第7号 平成 29 年 6 月本 論 に 異 論 の あ る 方 は 連 絡 下 さ い
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（
二
）（
鍋
田
晶
山
編
）
に
収
容
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
は
、「
赤
穂
義
士
流
芳
」（
伴
信
友
編
）
に
納
め
ら
れ
て
い
る
史
料
で
あ
り
、「
赤

穂
義
士
史
料
下
」
で
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
事
件
の
一
部
始
終
を
確
実
に
伝
え
て
い
る
し
、
筆
記
者

梶
川
の
誠
実
さ
や
心
情
が
偽
り
な
く
描
か
れ
て
い
る
。

結
論
を
い
え
ば
、

「
浅
野
内
匠
頭
の
気
持
ち
も
分
か
っ
て
い
た
が
、自
分
は
吉
良
上
野
介
と
は
親
友
（
朋
友
）

な
の
で
、
浅
野
を
止
め
て
し
ま
っ
た
」

と
後
悔
の
念
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
察
し
て
「
梶
川
氏
日
記
」
の
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
吉
良
の
浅
野
に
対
す
る

悪
口
「
一
言
二
言
」
の
内
容
ま
で
は
書
け
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

右
の
「
一
言
二
言
」
が
「
松
之
廊
下
事
件
」
の
原
因
で
あ
り
発
端
で
あ
る
の
だ
が
、
武

士
と
し
て
余
り
に
「
辛
辣
」
な
言
葉
で
あ
っ
た
が
た
め
、
し
の
び
が
た
く
筆
に
は
出
来
な

か
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。

こ
の
「
一
言
二
言
」
こ
そ
、
室
鳩
巣
の
「
赤
穂
義
人
録
」
に
示
さ
れ
て
い
る
と
小
生
は

強
く
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
は
、
既
に
中
央
義
士
会
の
会
報
等
で
発
表
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を

参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
を
守
る
会　

二
号
会
報

　

喫
緊
版
「
松
之
廊
下
事
件
の
原
因
」

○
中
央
義
士
会　

六
十
七
号
会
報

　
「
梶
川
與
惣
兵
衛
日
記
と
赤
穂
義
人
録
の
整
合
性
」

も
う
一
ヶ
所
疑
問
に
思
う
の
は
「
梶
川
氏
日
記
」
が
、
元
禄
十
四
年
三
月
十
一
日
か
ら

同
十
九
日
ま
で
の
十
四
日
の
刃
傷
事
件
に
係
る
部
分
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。日

記
（
日
誌
）
と
い
う
か
ら
に
は
、
少
な
く
と
も
何
年
か
書
き
続
け
て
あ
っ
た
書
物
な

の
か
は
今
と
な
っ
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
小
生
が
本
論
の
「
表
題
」
に
し
た
「
梶
川

氏
日
記
」
の
存
在
を
疑
問
に
思
っ
た
の
は
、
正
に
、
そ
の
事
で
あ
る
。

元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
を
中
心
に
、
わ
ず
か
九
日
間
の
事
、
し
か
も
城
中
の
事
の
み

で
あ
る
。
私
生
活
な
ど
に
つ
い
て
は
一
切
筆
記
さ
れ
て
い
な
い
。

事
件
の
詳
細
を
、
組
織
の
上
へ
報
告
す
る
た
め
の
「
供
述
調
書
」
的
要
素
も
含
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
と
小
生
は
永
い
間
思
っ
て
き
た
。

平成 10 年９月（株）三五館出版社発行「大石内蔵助の生涯」著者中島康夫が示した図。

史料図①を元に考えられた不完全な図。平成 10 年の時点では、小生も浅野内匠頭が障子側に座っていた事
に気付かず、平成 12 年頃、畠山晴行氏に諭され「本座」の位置を変えた。現在は史料図④が正しいと信じ
ている。

史料図②

第7号 平成 29 年 6 月何のために松之廊下に集まっていたか考えること
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ど
ん
な
事
件
に
せ
よ
、
最
初
事
件
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
る
と
瞬
間
的
に
「
手
を
出
し
た

方
が
悪
く
思
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
事
件
の
詳
細
が
知
ら
れ
て

く
る
と
、事
件
を
知
っ
た
関
係
者
や
周
り
の
人
間
も
「
事
件
」
へ
の
見
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。

「
松
之
廊
下
事
件
」
も
そ
の
通
り
で
、

（
一
）
こ
の
事
件
が
公
務
上
と
は
い
え
、「
私
憤
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
吉
良
の
傷

は
公
傷
と
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
治
療
費
は
以
後
、
吉
良
自
身
の
負
担
と
な
っ
て
い
っ

た
事
実
が
あ
る
。

（
二
）
更
に
、
浅
野
の
切
腹
に
対
し
、
お
構
い
な
し
の
吉
良
は
、
三
月
二
十
六
日
に
は

御
役
御
免
を
願
い
出
て
了
承
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
更
に
、
七
月
十
二
日
に
は
、
毎
日
江
戸
城
へ
登
城
す
る
の
は
心
苦
し
く
な
っ
た

の
か
、
月
に
一
度
程
度
に
減
日
を
願
い
出
て
い
る
。

（
四
）更
に
、八
月
十
九
日
、吉
良
は
屋
敷
を
場
末
の
本
所
へ
移
さ
れ
る
指
令
が
出
さ
れ
る
。

（
五
）
更
に
、
同
十
二
月
十
一
日
に
は
、
吉
良
は
隠
居
を
許
さ
れ
孫
に
家
督
を
移
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
代
で
も
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
マ
ス
コ
ミ
が
人
を
沈

め
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
、
吉
良
の
身
の
上
に
も
起
こ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

普
段
、
余
り
に
も
横
暴
で
あ
っ
た
が
た
め
、
息
子
の
上
杉
家
以
外
は
、
親
戚
で
あ
っ
て

も
関
わ
り
を
避
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
羅
列
し
た
「
吉
良
離
れ
」
は
、
討
入
り
開
始
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。

　

○
討
入
り
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
周
囲
や
親
戚
に
も
分
か
っ
て
い
た
が
、
ど
の
家
か
ら

　
　

も
二
時
間
の
間
応
援
は
来
ず
。

　

○
義
士
の
引
揚
げ
は
、
三
時
間
の
時
間
を
要
し
た
が
、
そ
の
間
も
、
誰
も
引
き
止
め
る

　
　

者
は
い
な
か
っ
た
。

　

○
吉
良
邸
の
近
く
に
「
本
所
奉
行
所
」
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
動
か
ず
。

さ
て
、
本
題
の
「
梶
川
氏
日
記
」
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
学
者
が
こ
の
日
本
に
お
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。

○
平
成
二
十
六
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
放
映
さ
れ
た
゛
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム「
よ
み
が
え
る
江
戸
城
」

の
番
組
中
二
十
五
分
間
「
松
之
廊
下
の
検
証
」
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
の
指

導
の
も
と
に
行
わ
れ
、
放
映
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
「
ひ
ど
い
」
番
組
は
過
去
に
例

を
見
ず
、
二
十
五
分
間
の
検
証
の
間
、
何
一
つ
真
実
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、東
大
の
教
授
も
「
梶
川
氏
日
記
」
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

○
平
成
二
十
一
年
、
江
戸
東
京
博
物
館
内
で
「
松
之
廊
下
事
件
」
に
関
わ
る
学
芸
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
方
も
「
よ
く
わ
か
ら
ず
の
ま
ま
」
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　

説
で
あ
っ
た
。
失
格
。

○
平
成
十
年
、　　

  

原
書
房
の
「
図
解
・
江
戸
城
を
よ
む
」
も
、
解
読
ま
で
届
か
ず
。

○
平
成
十
三
年
、　  

柏
書
房
の
「
古
文
書
で
読
み
解
く
忠
臣
蔵
」
も
解
明
届
か
ず
。

○
平
成
二
十
五
年
、
星
雲
社
の
「
仮
説
・
刃
傷
松
の
廊
下
事
件
」
も
解
明
不
完
全
。

○
平
成
二
十
七
年
、
双
里
出
版
の
「
永
遠
の
忠
臣
蔵
」
も
解
明
不
完
全
。

結
局
、
ど
な
た
も
努
力
は
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど
、「
梶
川
氏
日
記
」
の
完
全
把
握
ま

で
到
ら
ず
、
途
中
で
躓
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
小
生
な
ら
梶
川
語
録
を
「
こ
う
考
え
る
」
を
少
々
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
「
御
台
様
」　　
　

綱
吉
の
正
室
鷹
司
信
子
の
こ
と
。

　
「
熨
斗
つ
つ
み
」　

勅
使
へ
の
お
帰
り
の
際
に
渡
す
お
土
産
の
目
録
。

　
「
殿
上
の
間
」　　

玄
関
の
奥
に
あ
る
勅
使
の
第
一
回
目
の
休
息
部
屋
。

　
「
大
広
間
」　　
　

玄
関
横
の
三
段
か
ま
ち
の
部
屋
で
は
な
く
、
松
之
廊
下
に
接
し
た

「
下
之
間
」
の
こ
と
。
勅
使
方
は
こ
の
事
件
の
時
、既
に
、こ
の
「
下

之
間
」
に
入
っ
て
い
た
。

　
「
御
障
子
際
」　　
「
下
之
間
」
に
入
っ
て
い
た
勅
使
方
は
、
綱
吉
の
対
面
の
用
意
が

出
来
れ
ば
「
下
之
間
」
よ
り
出
て
白
書
院
に
移
る
の
で
、
そ
れ
を

迎
え
る
た
め
、
松
之
廊
下
で
饗
応
役
、
高
家
衆
は
縁
側
に
面
し
た

障
子
際
に
一
列
に
並
ん
で
い
た
。

　
「
本
座
」　　
　

   

御
障
子
際
に
並
ん
で
い
た
先
頭
の
位
置
が
内
匠
頭
（
責
任
者
）
の

正
面
の
位
置
。

　
「
一
言
二
言
」　　

こ
の
内
容
が
「
赤
穂
義
人
録
」
巻
上
、
三
月
十
四
日
の
項
に
示
さ

れ
て
い
る
。

　
「
吉
良
殿
の
後
」  

一
般
に
は
、
単
純
に
後
よ
り
切
り
付
け
た
と
解
釈
さ
れ
、
初
太
刀

は
背
中
を
切
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
解
釈
は
間
違
い

で
あ
る
。

　
「
太
刀
音
は
強
く
」
音
が
強
く
聞
こ
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
初
太
刀
が
烏
帽
子
に
当

た
っ
た
事
を
示
す
。
実
際
、
吉
良
は
額
を
切
ら
れ
た
こ
と
は
、
万

人
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
か
ら
切
り
付
け
た
の
で
あ

れ
ば
、
吉
良
の
後
頭
部
に
傷
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
「
切
付
け
」　　
　

初
太
刀
を
示
す
。
付
け
は
刃
が
相
手
に
触
れ
た
こ
と
を
示
す
。

　
「
又
切
付
け
」　　

二
太
刀
目
を
示
す
。
こ
れ
も
相
手
に
刃
が
触
れ
た
こ
と
を
示
す
。

　
「
又
二
太
刀
ほ
ど
切
ら
れ
」　

切
ら
れ
は
刀
を
振
り
回
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

第7号 平成 29 年 6 月井 沢 元 彦 さん 反 論して 下 さ い

（5）



が
、
刃
が
吉
良
の
体
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
吉
良
の
傷

は
、
額
と
背
の
二
ヶ
所
で
あ
る
こ
と
は
周
知
。

　
「
吉
良
殿
倒
れ
」　

二
太
刀
目
の
衝
撃
で
、
既
に
吉
良
は
前
の
め
り
に
倒
れ
か
け
て
い

た
。
従
っ
て
、
浅
野
の
三
太
刀
目
、
四
太
刀
目
は
空
を
切
っ
た
。

梶
川
氏
日
記
の
「
う
つ
向
」
と
金
瘡
部
の
「
横
う
つ
む
き
」
は
同

じ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
切
付
後
の
大
広
間
」　

こ
の
表
現
は
、玄
関
の
横
に
あ
る
図
面
上
の
大
広
間
の
こ
と
。

以
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
江
戸
期
の
表
現
の
仕
方
が
、
部
屋
が
大

き
け
れ
ば
「
大
広
間
」。
廊
下
が
広
け
れ
ば
「
大
廊
下
」、
川
が
大
き
け
れ
ば
「
大
川
」
と

示
す
よ
う
に
、
現
代
か
ら
す
れ
ば
、
や
や
曖
昧
な
表
現
が
全
て
の
図
面
や
書
類
か
ら
感
じ

と
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

右
に
述
べ
て
き
た
梶
川
語
録
と
史
料
図
④
と
付
き
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
梶
川
氏

日
記
の
難
解
語
も
解
け
て
い
く
と
思
う
。

元
禄
事
件
は
、
正
味
二
年
（
元
禄
十
四
年
二
月
四
日
よ
り
元
禄
十
六
年
二
月
四
日
）
の

事
件
で
は
あ
っ
た
が
、義
士
た
ち
が
切
腹
し
た
元
禄
十
六
年
二
月
四
日
、「
吉
良
家
断
罪
」（
改

易
）
の
申
し
渡
で
、
大
石
ら
が
求
め
て
い
た
「
喧
嘩
両
成
敗
」
が
実
っ
た
の
で
あ
る
。
一

年
十
ヶ
月
で
綱
吉
も
己
の
誤
審
「
松
之
廊
下
事
件
」
に
気
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。

大
石
ら
四
十
七
士
は
、
身
を
挺
し
て
「
再
審
請
求
」
を
求
め
た
の
だ
。
も
っ
と
俗
っ
ぽ

く
い
え
ば
、
一
年
十
ヶ
月
（
元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
よ
り
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日
）

掛
け
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
た
上
で
殉
死
し
て
逝
っ
た
と
も
い
え
る
。
人
々
は
、
そ
こ

に
「
義
」
を
感
じ
三
百
年
間
、泉
岳
寺
の
彼
ら
の
墓
前
に
線
香
を
手
向
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
、
神
が
日
本
人
に
与
え
た
「
戒
め
の
事
件
」
を
我
々
は
正
確
に
把
握
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
論
に
異
論
の
あ
る
方
は
、
申
し
出
を
待
っ
て
い
る
。

赤
穂
義
士
の
子
孫
を
名
乗
る
方
々
へ
告
ぐ
！

貴
方
方
並
び
に
貴
家
が
義
士
の
子
孫
家
で
あ
る
か
確
認
し
た
い
方
は
、
ど
う
ぞ
、
中
央

義
士
会
を
お
訪
ね
下
さ
い
。

史
学
的
に
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
御
子
孫
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

当
会
で
は
、
子
孫
認
定
証
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
義
士
会　

中
島

昭和 55 年３月ＮＨＫ発行「歴史への招待」刃傷松之廊下に掲載された、中央義士会理事斉藤茂氏が示した図。

この図は、史料図①をそのまま写した図。他社の出版物に初めて掲載された図である。

史料図③

第7号 平成 29 年 6 月元 禄 1 5 年 は 8 月 が 2 回 あった
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史料図④

第7号 平成 29 年 6 月最 新 の 改 め た 図 で す

（7）

松
之
廊
下

溜

櫻之間

中

庭

御休息の間
（下之間）

白書院入側

高家衆

浅野内匠頭

伊達左京亮

勅
使
・院
使

大広間側

梶川與惣兵衛坊主
杉
戸

御
障
子
際

大
廊
下
御
縁

御杉戸

角
柱

梶川
吉良上野介

中奥御小姓

床

元禄１４年３月１４日（四ﾂ半刻）

●この図は「梶川日記」を熟読し続けて、２０年の
歳月を掛け作り上げた勅使らが休息の間に入っ
ていた時の配置図である。

●斉藤茂説は「田村家直勤帳」を元にした勅
使らが休息の間へ入る前の配置図▲印であり、
松之廊下の状態を理解していなかった。

●御縁側の方には、 舞良戸と御障子が交互に
入っていた。

●内匠頭の本座（着座）の位置を発見したのは畠
山晴行氏である。

●梶川は縁側を通って６～７間の所の障子を開
けて畳廊下に入った。

●３月１４日当日は、特別の式典日である。勅使
らの出入りのため、松之廊下は使用されている
のである。そのための配列である。

●桜の間の方向に背を向けている上野介が、ど
うして後ろの方から切り付けられたか、考えたこと
があるか。そこが最大のヒントである。

●因みに「下之間」は普段は徳川御三家の子息
と加賀前田家の控え室である。御広間とも言って
いた。

（上之間）



　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
九
日
に
毎
年
行
っ
て
い
る
、

吉
良
邸
か
ら
泉
岳
寺
ま
で
の
赤
穂
義
士
引
揚
げ
コ
ー
ス

十
二
㎞
を
歩
く
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

何
度
か
こ
の
引
揚
げ
の
コ
ー
ス
は
歩
い
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
私
に
と
っ
て
特
別
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
者
の
方
を
ガ
イ
ド
し
て
歩
く
こ
と
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。

　

今
回
は
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
な
ん
と
四
十
七

名
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
吉
良
邸
で
中
島
代
表
の
お
話
の
後
、
四
班
に
分
か

れ
、
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
前
原
米
店
、
回
向
院
、

両
国
橋
、
伝
え
た
い
こ
と
、
話
し
た
い
こ
と
は
ノ
ー
ト
に

ま
と
め
、
準
備
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
そ
ち
ら
に

気
を
取
ら
れ
て
い
る
と
道
を
間
違
え
そ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
、
ひ
そ
か
に
慌
て
て
し
ま
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
班
の
方
た
ち
は
、『
忠
臣
蔵
』
が
本
当
に
お
好
き
で
、

ま
た
色
々
な
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
で
し
た
。
道
の
途
中
、

通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
、
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
ポ
イ
ン
ト
を
作
る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、

都
度
、
質
問
が
出
て
き
て
、
更
に
話
が
弾
む
画
面
も
あ
り

ま
し
た
。
休
憩
を
取
っ
て
い
る
時
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に

イ
ラ
ス
ト
付
き
で
メ
モ
を
取
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
て
、

私
の
ほ
う
も
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

隅
田
川
テ
ラ
ス
、
越
前
堀
公
園
、
聖
路
加
ガ
ー
デ
ン
と

進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
何
度
も
歩
い
て
い
る
と
、
街
の
様

子
も
少
し
変
わ
っ
て
い
た
り
、
目
印
の
建
物
が
な
く
な
っ

て
い
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、『
忠
臣
蔵
』
の
舞
台
と
な

っ
た
場
所
が
テ
レ
ビ
局
や
病
院
、
果
て
は
歌
舞
伎
座
な
ど

有
名
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
が
最
初
に
歩
い

た
時
と
同
じ
よ
う
に
、
今
回
の
参
加
者
の
方
た
ち
も
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　

永
代
橋
か
ら
眺
め
る
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
札
ノ
辻
で
見
る

東
京
タ
ワ
ー
、
私
の
お
す
す
め
の
二
大
絶
景
ポ
イ
ン
ト
も

好
天
に
恵
ま
れ
、
よ
い
眺
め
で
し
た
。

　

御
田
八
幡
を
過
ぎ
る
と
も
う
泉
岳
寺
で
す
。
泉
岳
寺
で

は
参
加
の
方
全
員
集
合
の
後
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
に
義
士

墓
に
焼
香
さ
れ
、
大
石
内
蔵
助
ら
が
切
腹
し
た
旧
細
川
邸

へ
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
地
に
入
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
参
加
者
の
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
締

め
く
く
り
に
中
島
代
表
か
ら
た
く
さ
ん
の
資
料
と
と
も

に
熱
い
解
説
が
あ
り
、
満
足
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

皆
さ
ん
、
笑
顔
で
帰
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
私
も
も
っ

と
勉
強
し
な
け
れ
ば
、
と
思
い
つ
つ
、
今
回
の
出
会
い
が

小
さ
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
次
の
出
会
い
に
つ
な
が
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
た
恒
例
で
す
が
、
一
月
二
十
二
日
に
、

大
石
内
蔵
助
ら
の
切
腹
地
を
清
掃
し
ま
し
た
。
清
掃
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
皆
様
も
一
度
参
加
下
さ
い
。

切腹の地　清掃の皆さん

左から、金子さん、勝田さん、中島代表

筆者、荻原さん

出発前　吉良邸跡の前で

第
十
九
回
忠
臣
蔵
愛
好
会

　　

引
揚
げ
コ
ー
ス
を
歩
く

中
央
義
士
会
会
員
　
坂
藤
美
子

85 歳の方も完歩しました　

泉岳寺の前で　１班

第7号 平成 29 年 6 月旧 細 川 邸 の 清 掃 は 皆 でし ましょう
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赤
穂
義
士
討
入
り
満
三
一
四
年
祭
報
告

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日
（
水
）
は
、
赤
穂
義
士

討
入
り
満
三
一
四
年
目
に
当
た
り
、
泉
岳
寺
に
お
い
て
、

赤
穂
義
士
追
憶
の
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
四
十
三
年

に
福
本
日
南
翁
が
開
始
し
て
以
来
、
今
回
で
百
六
年
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
水
曜
日
で
し
た
が
、
百
十
名
を
越
え
る
方
々
の

参
加
が
あ
り
、
会
場
は
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
か
ら
泉
岳
寺
本
堂
に
お
い
て
、
赤
穂
義
士
の

法
要
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
本
堂
横
の
庫
裏
に
お
い
て
、
例

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
来
賓
の
挨
拶
に
続
き
、

今
年
は
当
会
会
員
で
も
あ
る
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
専
属
の

大
金
吾
氏
に
出
演
い
た
だ
き
、
忠
臣
蔵
の
歌
に
参
加
者
一

同
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
忠
臣
蔵
検

定
試
験
合
格
者
の
認
定
証
授
与
、
御
子
孫
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
豪
華
賞
品
な
ど
が

当
た
り
、
今
年
も
盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
に
続
き
、
例
年
以
上
の
参
加
者
と
な
っ
た

た
め
、
い
つ
も
の
二
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
さ
せ
て
戴
き
、

泉
岳
寺
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
た
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

ま
た
、
十
二
月
十
日
、
十
一
日
に
は
、
両
国
松
坂
公
園

付
近
に
お
い
て
、
両
国
町
内
会
に
よ
る
元
禄
市
が
開
催
さ

れ
、
中
央
義
士
会
も
参
加
し
忠
臣
蔵
関
係
の
図
書
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
も
、元
禄
市
に
出
店
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
文　

荻
原
）

完歩しました　泉岳寺の前で　３班 完歩しました　泉岳寺の前で　２班

完歩しました　泉岳寺の前で　４班

本堂で法要

第7号 平成 29 年 6 月1 2 月 1 4 日 は 泉 岳 寺 に 集 合し ましょう
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浅
野
内
匠
頭
三
一
七
回
忌
報
告

　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
二
日
（
日
）
に
、
浅
野
内
匠
頭

三
一
七
回
忌
の
法
要
を
、
泉
岳
寺
に
お
い
て
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
三
月
十
四
日
が
平
日
の
場
合
、
直
前
の
日
曜
日
に

開
催
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
十
二
日
に
な
り
ま
し

た
。
三
十
名
近
い
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
か
ら
泉
岳
寺
本
堂
に
お
い
て
、
浅
野
内
匠
頭

の
法
要
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
本
堂
横
の
庫
裏
に
お
い
て
、

例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
来
賓
の
挨
拶
の
あ
と
、

中
島
代
表
の
「
な
お
詳
し
く
松
之
廊
下
の
刃
傷
事
件
の
解

説
」
と
題
し
た
講
演
で
、
松
之
廊
下
事
件
に
つ
い
て
史
料

に
基
づ
い
た
話
が
あ
っ
た
後
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
最
初
は
、
御
子
孫
の
紹
介
が
あ
り
、
次
に
お

楽
し
み
抽
選
会
で
豪
華
賞
品
な
ど
が
当
た
り
、
今
年
も
盛

会
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。（
文　

荻
原
）

第
二
十
回
忠
臣
蔵
愛
好
会
の
報
告

　

二
十
回
目
の
忠
臣
蔵
愛
好
会
が
、
平
成
二
十
九
年
四
月

二
十
三
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
快
晴
で
史
蹟
巡
り

に
は
最
適
の
天
候
の
中
、
三
十
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
南
部
坂
雪
の
別
れ
と
題
し
て
、
中
島
代
表
の

案
内
の
元
、
赤
坂
・
六
本
木
の
忠
臣
蔵
関
係
史
蹟
を
巡
る

旅
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
合
は
地
下
鉄
六
本
木
一
丁
目
駅
の
三
番
出
口
に
十
三

時
。
そ
れ
か
ら
南
部
坂
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
坂
は
か

つ
て
南
部
藩
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
か
ら
こ

の
名
が
付
い
て
い
ま
す
。
元
禄
十
五
年
の
江
戸
絵
図
に
は
、

南
部
坂
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

南
部
坂
を
登
っ
た
所
に
現
在
は
氷
川
神
社
が
あ
り
ま
す
。

樹
齢
四
百
年
を
超
え
る
銀
杏
の
木
も
あ
り
、
往
事
を
偲
ば

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
氷
川
神
社
は
元
禄
時
代
に
は
、
浅
野

忠臣蔵歌手大金吾氏の熱唱

講演の様子

 夜の泉岳寺　中央義士会の忠臣蔵本販売所

昼間は人で埋まります

本堂での法要

第7号 平成 29 年 6 月浅 野 内 匠 頭 の 法 要 に 参 列し ましょう
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内
匠
頭
の
奥
方
阿
久
利
姫
の
実
家
、
三
次
浅
野
家
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
松
之
廊
下
事
件
後
に
、
瑤
泉
院
と
な
っ
た

阿
久
利
姫
が
生
活
し
て
い
た
場
所
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
講

談
や
映
画
な
ど
で
忠
臣
蔵
の
名
場
面
、
南
部
坂
雪
の
別
れ

が
出
来
き
ま
し
た
。
講
談
で
は
、
元
禄
十
五
年
十
二
月

十
四
日
、
大
石
内
蔵
助
が
瑤
泉
院
を
訪
れ
、
密
か
に
連
判

状
を
渡
し
て
討
入
り
を
伝
え
る
感
動
的
な
場
面
と
な
り
ま

す
が
、
実
際
は
、
討
入
直
前
に
は
内
蔵
助
は
訪
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
そ
の
前
の
年
、
元
禄
十
四
年
の
十
一
月
十
四
日

こ
ろ
に
訪
れ
、
そ
こ
で
討
入
り
を
告
げ
て
い
ま
す
。
瑤
泉

院
は
寒
が
り
の
内
蔵
助
の
た
め
に
頭
巾
を
贈
り
、
そ
の
女

物
の
頭
巾
を
討
入
り
後
、
預
け
ら
れ
た
細
川
邸
に
お
い
て
、

か
ぶ
っ
て
寝
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

氷
川
神
社
で
は
お
日
柄
も
良
か
っ
た
た
め
か
、
結
婚
式

が
行
わ
れ
て
お
り
、
白
無
垢
の
花
嫁
が
緑
の
中
に
映
え
て

い
ま
し
た
。

　

氷
川
神
社
か
ら
直
ぐ
近
く
の
勝
海
舟
の
屋
敷
跡
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
長
谷
川

平
蔵
の
生
誕
地
に
寄
り
、
赤
穂
浅
野
家
赤
坂
下
屋
敷
跡
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
氷
川
神
社
か
ら
こ
こ
へ
の
道
は
、
大

変
な
坂
が
続
き
、
皆
さ
ん
下
り
で
よ
か
っ
た
、
登
り
で
は

と
て
も
無
理
だ
、
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
中
島

代
表
は
、
そ
れ
を
意
識
し
た
ル
ー
ト
に
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

下
屋
敷
跡
は
現
在
、
港
区
の
介
護
施
設
な
ど
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
前
は
氷
川
小
学
校
で
し
た
。
実
は
、
今

回
参
加
さ
れ
た
仙
石
伯
耆
守
の
御
子
孫
の
大
内
さ
ん
は
、

こ
の
小
学
校
の
出
身
と
の
こ
と
で
、
そ
の
当
時
の
こ
と
を

ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
赤
坂
下
屋
敷
は
、

元
禄
十
年
に
土
地
が
五
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
、
そ
の
替
え

地
と
し
て
、
本
所
に
土
地
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
両

国
高
校
の
場
所
で
す
。
ま
た
、
明
治
に
入
っ
て
、
勝
海
舟

の
屋
敷
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
勝
海
舟
と
坂

本
龍
馬
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
勝
海
舟
が
こ
の
屋
敷
に
移
っ
た
の
は
明
治
五
年
な
の

に
、
坂
本
龍
馬
像
が
あ
っ
て
、
浅
野
内
匠
頭
の
銅
像
が
無

い
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

　

予
定
で
は
、
現
在
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
あ
る
、
広
島
浅
野
家
中
屋

敷
跡
も
尋
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
も
迫

り
赤
穂
浅
野
家
下
屋
敷
跡
地
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
文　

荻
原
）

氷川神社 南部坂

全員そろって　氷川神社大銀杏の前

第7号 平成 29 年 6 月会 員 募 集 0 8 0 - 8 9 0 8 - 1 6 3 3 ま で
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第５回忠臣蔵通３級検定試験問題
 
［申込方法］ 
・ 解答用紙の請求 

検定試験の受験をご希望の方は、住所、氏名、電話番号、ＦＡＸ番号並びに、第５回３級検定試験

申込と記入した用紙を、下記宛てＦＡＸまたは郵送でお送り下さい。ＦＡＸをお持ちの方は、でき

るだけＦＡＸでお願い致します。また、メールでも受け付けております。折り返し解答用紙をお送

り致します。 
宛先 〒135-0047 東京都江東区富岡１－１７－１－４０３ 

ＮＰＯ法人 忠臣蔵倶楽部 
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０３－３６３０－１９２７ 
メール ｏｆｆｉｃｅ＠ｃｈｕｕｓｈｉｎｇｕｒａ．ｊｐ 

・ 受験料と振込先

３級の受験料は１０００円です。振り込みで受験申込となります。 
郵便局の青色の払込取扱票で下記へお振り込みください。 

ＮＰＯ法人 忠臣蔵倶楽部 ００１９０－０－３４６０３８  
払込取扱票の通信欄に「第５回 3 級試験申し込み」と記入下さい。 
払込料金はご負担をお願いしております。 

 
［解答の送付］

解答はＦＡＸで下記へお送りください。郵送の場合は、下記の中央義士会事務局へお送りください。 
メールでは受け付けておりませんのでご注意下さい。 

ＦＡＸ ０４８－９７３－３７９０  
郵送宛先 〒343-0032 埼玉県越谷市袋山 ５８－１２ 中央義士会事務局 

・ 提出締め切りは平成 29 年 10 月末です。合否は１１月になってからお知らせ致します。 
 

［注意事項］ 
・ 合格点は８０点です。２４問以上正解で合格となります。 
・ ご自宅で資料を調べて解答していただいて結構です。 
・ 試験問題を調べるために、お電話等で各施設へ直接問い合わせることはおやめ下さい。 
・ 同じく、会員、受験者同士でも試験のための連絡はおやめ下さい。特に申し上げるのは、連絡しあ

っている方は、同じ答えで間違っているのですぐにわかります。 
・ 問題をよく読んで、一言一言理解した上で、解答して下さい。問題を読み間違えないようにお願い

致します。ひっかけ問題も出題されています。 
・ 中央義士会の過去の出版物でも誤記はありますので充分確認の上、解答して下さい。 
・ 受験料は締め切りの 1 ヶ月前までにお納め下さい。 
・ 最終提出日は、平成２９年１０月末日です。 

 
 
 
 
 

緊急報告！
昨年、平成 28年 12 月 10 日（土）テレビ朝日放送の中央義士会制作協力作品
「古館トーキングヒストリー忠臣蔵」が第 43回放送文化基金賞で優秀賞を
受賞しました。視聴ありがとうございました。

第7号 平成 29 年 6 月第５回 忠 臣 蔵 通３級 検 定 試 験 問 題
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平成２９年６月 

第１問 
現代の日本では、一年間に出版される本の数はどの位と思われますか。

① １万冊程 ② ４万冊程 ③ ７万冊程 ④ １０万冊程

第２問 

これまで出版されている本の中で、あなたが選ぶ「忠臣蔵」の一冊はありますか。書名を書

いて下さい。

書名 ［ ］

第３問 

現代の日本の大学で、元禄事件を専門で研究されている先生がおられるのを知っておりまし

たら、その先生のお名前をお書き下さい。

名前 ［ ］

第４問 
西尾市の地元では、吉良上野介は名君といわれていますが、あなたはどのように考えますか。

① 名君である ② ドラマ以上の悪人 ③ 普通の官僚 ④ 上に諂う人

第５問 
鉄砲洲の赤穂浅野家の屋敷図は現存しているでしょうか。

① ある ② ない ③ あると聞いている

第６問 
元禄 年時、吉良上野介は屋敷をいくつ与えられていたでしょうか。

① １つ ② ２つ ③ ３つ ④ ４つ

第７問 
吉良上野介の「茶の湯」の師匠はどなたでしょうか。

① 古田織部 ② 千利休 ③ 千宗旦 ④ 四方庵宗徧

第８問 

吉良邸討入り前（元禄１５年 月か 月）に大石内蔵助は瑤泉院の元へ、最後のお別れに

伺っていたでしょうか。

① 伺っている ② 伺っていない

第９問 
四方庵宗徧は、討入りを知った上で大高源五に「茶会」の日取りを教えたのでしょうか。

① 知った上で教えた ② 大高源五に悟られてしまった

第 10 問 
大石内蔵助の実子は何人でしょうか。

① ４人 ② ５人 ③ ６人 ④ ７人

第 11 問 
大石内蔵助の収入はどのような形を取っていたでしょうか。

① 知行扶持 ② 蔵前扶持 ③ 切米扶持 ③ 藩札

第 12 問 
大石内蔵助の兵法の師匠はどなたでしょうか。

① 近藤源八 ② 山鹿素行 ③ 山本勘助 ④ 大石頼母助

第 13 問 
「あぐり姫」は何人かおりますが、下記のうち実父でないお方はどれでしょうか。

① 浅野長治 ② 吉良上野介 ③ 松平右京太夫 ④ 徳川綱吉

第7号 平成 29 年 6 月第５回 忠 臣 蔵 通３級 検 定 試 験 問 題
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第 14 問 

ＮＨＫの平成 年「元禄繚乱」の出来はまあまあでしたが、メチャクチャに描かれていた部

分がありました。どの部分でしょうか。

① 寺坂吉右衛門の身代わり討入りの部分

② 大石内蔵助の妾の子どもの死の部分

③ 吉良上野介が討たれる部分

第 15 問 

泉岳寺の「赤穂義士の墓域」にある４８個目の墓碑を建立した方は、どなたの墓のつもりで

建てたのでしょうか。

名前 ［ ］

第 16 問 
元禄 年 月 日、梶川與惣兵衛は「何を持って」城中を走り回っていたのでしょうか。

① 当日の式次第予定表 ② 勅使に見せるおみやげの目録 ③ 吉良上野介の予定表

第 17 問 
「お軽」の子ども（男子）の墓といわれている墓が現存していますが、どこにあるのでしょうか。

① 東京 ② 京都 ③ 赤穂 ④ 伊万里

第 18 問 

浅野家の江戸家老「安井彦右衛門」はなぜ家老の地位に就けたのでしょうか。

① 藩士として努力したから ② 浅野家の祖の系譜であったから

③ 大きな手柄をたてたから ④ 大石内蔵助の後押しがあったから

第 19 問 
大石内蔵助の切腹直前、内蔵助に「吉良家の改易」を知らせた方はどなたでしょう。

① 仙石伯耆守 ② 牧野備前守 ③ 細川綱利 ④ 荒木十左衛門

第 20 問 

東京の築地本願寺に四十七士のどなたかが残したと伝えられる「槍」が現存しますが、どな

たの「槍」とされているでしょうか。

名前 ［ ］

第 21 問 

後に荷田春満と名乗る方が、元禄事件に大きく関わっていますが、何をされたのでしょうか。

① 吉良上野介を批判して幕府方に内通した

② 吉良上野介の在宅日を義士方に通報した

③ 浪士方の討入りを幕府方に通報した

第 22 問 
理玖が大石内蔵助より背丈が高いといわれている根拠は何でしょう。

① 遺骨 ② 衣類 ③ 木像 ④ 主税の身長

第 23 問 
討入り時、吉良邸の隣家「土屋主税家」の領地はどこだったでしょう。

① 埼玉県の上尾 ② 千葉県の市川 ③ 千葉県の館山 ④ 静岡県の森町

第 24 問 

松之廊下事件後、吉良上野介は妻である三姫よりあることを進められます。なにを進められ

たのでしょうか。

① 逃亡 ② 謝罪 ③ 裁判 ④ 自殺

第7号 平成 29 年 6 月第５回 忠 臣 蔵 通３級 検 定 試 験 問 題

（14）



第 25 問 

吉良上野介がカステラを食べていたという史料が残っていますが、その史料はどこが保存し

ているでしょう。

① 永青文庫 ② 東京国立博物館 ③ とら屋 ④ 吉良町（西尾市）

第 26 問 
討入られた吉良方では、長屋の横板に穴を開けて逃げた方がいます。何名逃げたでしょう。

① １名 ② ２名 ③ ３名 ④ ４名

第 27 問 
討入りの結果を一番に、瑤泉院に知らせたのはだれでしょう。

① 寺坂吉右衛門 ② 大石三平 ③ 甚三郎 ④ 玄達

第 28 問 
矢野伊助の上司はどなたでしょう。

① 大石内蔵助 ② 吉田忠左衛門 ③ 原惣右衛門 ④ 小野寺十内

第 29 問 

平成時代に入って、寺坂吉右衛門を「逃亡者「と決めつけ「論文」を発表した学者がおりま

す。このような学者をあなたはどのように思いますか。

① この学者は証拠を挙げているので正しい

② 学者の手前、意地を張り通した

③ こんな学者に仕事をたのむ方がおかしい

④ この学者そのものが勉強不足である

その他の意見があればお書き下さい。

［ ］

第 30 問 

架空のはなしですが、赤穂四十六士が切腹後に「義士会」ができたとしたら、あなたは当時

のどなたを会長に選びますか。例えば「堀内伝右衛門」など。

名前 ［ ］

 
 
 
 
 
 

中
央
義
士
会

理　

事　

 

遠
　
藤
　
信
　
夫

　
　
　
静
岡
県
富
士
市
在
住

皆様のお心遣いに感謝
すべく熊本城の復旧・
復元を目指して「復興
城主　中央義士会」と
して登録させていただ
きました

細川綱利公もおよろこ
びのことと存じます。

中央義士会　山鹿支部

昨
年
の
熊
本
地
震
に
際
し
ま
し
て
は　

多
大
な
ご
心
配
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

皆
様
の
お
こ
こ
ろ
ざ
し
は
被
災
さ
れ
た
ご
子
孫

や
関
係
の
方
々
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た

又　

八
月
二
十
六
日
に
は
堀
口
伝
右
衛
門
さ
ん

の
二
百
九
十
回
忌
法
要
を
執
り
行
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

中
央
義
士
会　

山
鹿
支
部　

支
部
長

　
　
　
　
　
　

平
成
堀
内
組　

頭
取

宮
川
政
士
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

　
代
表
代
行
　
　

荻
　
原
　
　
栄

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は　

http://w
w

w
.chuushingura.net/　

で
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

　

役
員　
　

勝　

田　

芳　

造

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
足
立
区
在
住

家　紋
「蛇の目」

開
業
支
援　

レ
セ
プ
ト
代
行　

訪
問
ナ
ー
ス　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

（
株
）
メ
デ
ィ
カ
ル　

オ
フ
ィ
ス　

ベ
ラ

代
表
取
締
役　

武
　
類
　
俊
　
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
北
区
在
住

堀
部
安
兵
衛
武
庸
を
顕
彰
す
る「
武
庸
会
」

　

 

会　

長　
　

嶋
谷　

次
郎
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後　

新
発
田

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

　

 

理　

事　
　

三　

輪　

三　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
市
麻
生
区
在
住

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

役　

員　

 

金　

子　

堅　

一

東
京
都
荒
川
区
在
住

　
編 

集 

後 

記

　

中
央
義
士
会
は
、
百
年
以
上
「
元
禄
事
件
」
の
研
究

を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
よ
く
も
こ
う
噯
気
に
も
出

さ
ず
恥
を
さ
ら
し
て
脱
盟
（
退
会
）
し
て
い
く
の
か
。

何
を
学
ん
で
い
る
の
か
。「
い
じ
め
」
は
「
上
野
介
」

か
ら
学
べ
、「
義
」
は
「
内
蔵
助
」
か
ら
学
べ
、「
忍
耐
」

は
「
内
匠
頭
」
か
ら
学
べ
の
教
え
が
あ
る
の
に
、
平
然

と
退
会
し
て
い
く
。
な
か
に
は
「
義
士
の
子
孫
」
な
ど

と
名
乗
り
な
が
ら
で
も
脱
盟
し
て
い
く
。「
子
孫
の
会
」

な
ど
と
名
乗
っ
て
は
い
る
が
「
何
人
」
本
物
が
い
る
か
。

九
十
八
％
は
「
疑
わ
し
い
方
々
」
で
あ
る
。
中
央
義
士

会
は
平
井
教
育
長
の
時
代
か
ら
「
間
違
い
な
い
子
孫
」

ば
か
り
を
赤
穂
市
の
十
二
月
十
四
日
の
「
義
士
祭
」
に

派
遣
し
て
き
た
。
少
な
く
と
も
脱
盟
者
に
限
り
論
文
の

一
つ
も
書
け
な
い
輩
ば
か
り
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

同
意
見
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
関
東
甲
信
越
の
話
し
で
あ
る
。

　

編
集
者　
　

中
島
康
夫
（
企
画
・
編
集
・
検
証
）

　
　
　
　
　
　

荻
原　

栄
（
編
集
）　

冨
岡　

克
（
校
正
）

　
　
　
　
　
　

中
西　

勉
（
校
正
）　

勝
田
芳
造
（
校
正
）

　
　
　
　
　
　

三
輪
三
郎
（
校
正
）

　
　
　
　
　
　

㈱
正
大
印
刷
社　
（
印
刷
）

中
央
義
士
会
に
六
十
年
間
在
籍
し
て
居
り
ま
す

大
　
内
　
満
　
利
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
石
伯
耆
守
子
孫

健
康
で
す
、
テ
ニ
ス
を
し
ま
す
！

 

高
松
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

  　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
ナ
ー　

上
原　

益
雄

  　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
義
士
会　

評
議
員

  　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
練
馬
区
高
松
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